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論
　
文神

々
の
来
臨
─
脇
能
に
お
け
る
思
想
的
多
様
性

原　

田　

香　

織

一
　
祝
言

　

高
砂
や　

こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て　

こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ
て　

月
も
ろ
と
も
に
い
で
し
ほ
の　

波
の
あ
は
ぢ
の
島
影
や　

遠
く
な
る
を

の
沖
過
ぎ
て　

は
や
住
江
に
着
き
に
け
り（

１
）

こ
れ
は
応
永
年
間
に
作
ら
れ
た
世
阿
弥
の
『
高
砂
』
の
ワ
キ
の
待
ち
謡
の

部
分
で
あ
る
。
祝
言
と
い
え
ば
、
近
代
の
婚
礼
の
儀
に
お
い
て
は
定
番
と
い

え
『
高
砂
』
の
こ
の
箇
所
を
思
い
浮
か
べ
る
向
き
も
多
い
。

周
知
の
通
り
、
世
阿
弥
は
『
三
道
』
に
お
い
て
『
高
砂
』
を
「
相
老
（
相

生
）」
と
い
う
古
名
で
「
近
来
押
し
出
だ
し
て
見
え
つ
る
世
上
の
風
体
の
数
々
」

の
な
か
の
一
作
品
と
し
て
、「
老
体
」
の
規
範
曲
に
挙
げ
て
い
る（

２
）。

こ
の
『
高
砂
』（
五
流
）
は
、
和
歌
が
国
家
泰
平
へ
と
つ
な
が
る
構
造
を
も

つ
作
品
群
の
一
つ
で
あ
り
、
世
阿
弥
の
代
表
作
で
あ
る
。
内
容
は
、
ワ
キ
肥

後
国
阿
蘇
神
主
友
成
が
、
播
州
高
砂
の
浦
を
尋
ね
る
と
、
木
守
の
尉
と
姥
が

高
砂
住
吉
の
相
生
の
松
の
謂
れ
を
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
に
譬
え
、

和
歌
の
繁
栄
が
国
家
泰
平
に
つ
な
が
る
と
い
い
、
長
寿
の
夫
婦
の
め
で
た
さ

を
伝
え
、
ま
た
後
場
で
は
『
伊
勢
物
語
』
百
十
七
段
の
有
名
な
贈
答
歌
で
も

あ
る
住
吉
明
神
の
和
歌
を
配
置
し
て
、
和
歌
の
神
と
し
て
の
シ
テ
住
吉
明
神

が
天
下
泰
平
を
言
祝
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

表
現
技
巧
と
し
て
は
、
和
歌
の
徳
を
根
幹
と
し
て
換
喩
（
メ
ト
ニ
ミ
ー
）

の
修
辞
技
巧
に
よ
り
、
国
家
平
和
の
象
徴
が
松
の
緑
の
永
遠
性
と
和
歌
を
解

き
明
か
す
こ
と
、
そ
し
て
姥
と
尉
と
い
う
長
寿
の
夫
婦
の
絆
が
語
ら
れ
、
後

場
に
お
い
て
住
吉
明
神
の
登
場
に
よ
り
雅
楽
を
舞
い
国
土
安
泰
と
繋
が
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
。『
申
楽
談
儀
』
に
お
い
て
「
な
ほ
し
鰭
が
あ
る
な
り
」
と

い
う
の
は
、
和
歌
と
松
と
夫
婦
と
い
う
重
層
的
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
国
家
顕
彰

と
な
っ
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。
な
お
、
世
阿
弥
自
身
の
意
識
の
な
か
で
は
、

老
体
の
代
表
曲
と
し
て
『
三
道
』
で
は
「
八
幡
、
相
老
、
養
老
、
老
松
、
塩

釜
、
蟻
通
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
祝
言
の
能
の
な
か
で
世
阿
弥
が
基
本
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
『
弓

八
幡
』
で
あ
り
、『
申
楽
談
儀
』
に
お
い
て
は
、「
先
、
祝
言
の
か
ゝ
り
直
成

道
よ
り
書
き
習
ふ
べ
し
。
直
成
体
は
弓
八
幡
也
。
曲
も
な
く
、
真
直
成
能
也
。

当
御
代
の
初
め
の
た
め
に
書
き
た
る
能
な
れ
ば
、
秘
事
も
な
し
」
と
あ
る
。

当
御
代
に
つ
い
て
は
、
表
章
氏
や
天
野
文
雄
氏
の
御
論
考
が
あ
り
、
足
利
将

軍
家
の
何
代
目
か
と
い
う
疑
義
が
呈
さ
れ
る
が
、
足
利
義
持
を
さ
す
と
さ
れ
、

成
立
は
「
応
永
元
年
十
二
月
義
持
将
軍
宣
下
」
ま
も
な
い
こ
ろ
と
さ
れ
る（

３
）。

『
弓
八
幡
』（
五
流
）
の
内
容
は
、
ワ
キ
後
宇
多
院
の
廷
臣
が
、
男
山
八
幡

宮
の
二
月
初
卯
の
神
事
に
参
詣
す
る
。
シ
テ
は
桑
の
弓
、
蓬
の
矢
と
い
う
平

和
の
象
徴
と
、
御
祭
神
で
も
あ
る
神
功
皇
后
の
征
韓
な
ど
男
山
八
幡
宮
の
縁

起
を
語
る
。
シ
テ
は
石
末
社
の
高
良
神
で
あ
り
、
清
水
八
幡
宮
の
徳
を
称
え

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
ま
ず
世
阿
弥
が
本
説
正
し
く

と
い
う
点
に
つ
い
て
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
本
説
は
『
石
清
水
八
幡

宮
縁
起
』
に
基
い
て
い
る
が
、
実
は
石
清
水
八
幡
宮
に
か
か
わ
る
こ
と
ば
「
石

清
水
」
は
平
安
時
代
か
ら
紀
貫
之
な
ど
に
よ
り
和
歌
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ

「
男
山
」「
八
幡
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は
多
い
。
清
少
納
言
は
『
枕
草
子
』
第

二
八
七
段
「
神
は
、
松
の
尾
」
に
お
い
て
、

　

神
は
、
松
の
尾
、
八
幡
、
こ
の
国
の
帝
に
て
お
は
し
ま
し
け
む
こ
そ

め
で
た
け
れ
。
行
幸
な
ど
に
、
名
葱
の
花
の
御
輿
に
た
て
ま
つ
る
な
ど
、

い
と
め
で
た
し
。

と
述
べ
、
石
清
水
八
幡
宮
を
顕
彰
し
、
応
神
天
皇
・
比
咩
大
神
・
神
功
皇
后

を
ご
祭
神
と
す
る
由
緒
や
行
幸
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

石
清
水
八
幡
宮
は
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』
や
『
石
清
水
八
幡
宮
文

書
』
類
に
あ
る
よ
う
に
歴
史
的
に
は
、
古
く
よ
り
王
権
守
護
の
神
と
し
て
皇

室
の
厚
い
尊
崇
を
受
け
、
伊
勢
神
社
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
能
『
弓
八

幡
』
で
は
、
ワ
キ
が
後
宇
多
院
の
臣
下
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
後

宇
多
天
皇
（
一
二
六
七
─
一
三
二
四
）
の
時
代
に
は
、
い
わ
ゆ
る
元
寇
の
乱

が
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
石
清
水
神
社
参
詣
が
行
わ
れ
た
。
因
み
に
後
宇

多
天
皇
は
、
鎌
倉
時
代
の
第
九
十
一
代
天
皇
で
あ
り
亀
山
天
皇
の
第
二
子
、

後
醍
醐
天
皇
の
父
で
あ
る
。
大
覚
寺
統
の
天
皇
の
臣
下
と
い
う
設
定
は
、
世

阿
弥
時
代
に
お
い
て
、
南
北
朝
の
争
乱
の
起
点
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
天
皇
家
を
扱
う
場
合
に
能
の
世
界
に
お
い
て
「
当

今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
」
と
い
う
朧
化
表
現
が
多
い
。
古
代
の
天
皇
名
は
記
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
同
時
代
は
あ
え
て
そ
れ
を
避
け
る
と
い
う
風
潮

か
ら
考
え
る
と
、
名
前
を
敢
え
て
記
す
こ
と
に
よ
り
過
去
化
す
る
と
い
う
大

覚
寺
統
の
統
合
に
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る（

４
）。

一
方
、
土
地
の
縁
起
説
、
国
土
創
生
に
つ
な
が
る
よ
う
な
作
品
は
、
現
在

の
皇
統
へ
と
つ
な
が
る
欽
明
天
皇
臣
下
（『
江
野
島
』）、
聖
代
と
し
て
後
世
に

お
い
て
も
な
お
憧
憬
の
対
象
と
さ
れ
た
延
喜
の
帝
（
醍
醐
天
皇
）
臣
下
（『
竹

生
島
』）
等
、
天
皇
名
に
よ
り
想
起
さ
れ
る
も
の
が
異
な
る
。
ワ
キ
の
機
能
が

脇
能
に
お
い
て
は
、
よ
り
具
体
性
を
帯
び
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
と
も

い
え
よ
う
。

さ
て
、
今
谷
明
氏
『
室
町
の
王
権
』（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
一
連
の
研
究
で

氏
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
足
利
義
満
に
は
王
権
簒
奪
計
画
と
も
よ
べ
る
も
の

が
あ
る
。
天
皇
家
賛
美
が
直
接
的
に
将
軍
家
賛
美
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
類
似

性
か
ら
の
価
値
の
移
行
を
意
識
し
て
い
た
の
が
足
利
義
満
で
あ
り
、
こ
の
石

清
水
八
幡
宮
に
関
し
て
も
、
神
祇
歌
を
作
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
後
宇
多
天

皇
の
石
清
水
八
幡
宮
信
仰
は
『
続
千
載
和
歌
集
』
神
祇
九
一
九
番
に
は
、
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百
首
歌
め
さ
れ
し
次

世
を
思
ふ
我
が
末
ま
も
れ
石
清
水
き
よ
き
心
の
な
が
れ
久
し
く

と
あ
り
、
こ
の
歌
は
文
保
二
年
百
首
歌
の
こ
ろ
に
成
立
し
た
作
品
で
あ
り
石

清
水
八
幡
宮
信
仰
と
皇
統
の
継
続
を
祈
願
し
た
歌
で
あ
る
が
、
実
は
父
の
亀

山
天
皇
も
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
〇
神
祇
一
四
一
八
番
に
、

石
清
水
絶
え
ぬ
流
れ
は
身
に
受
け
つ
わ
が
世
の
末
を
神
に
ま
か
せ
む

と
皇
統
継
続
を
祈
念
す
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
興
味
深
い
こ

と
に
は
、
足
利
義
満
に
は
、

た
の
む
か
な
我
み
な
も
と
の
石
清
水
流
れ
の
末
を
神
に
任
せ
て

と
い
う
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
十
九
神
祇
一
五
一
七

番
に
「
百
首
歌
奉
り
し
と
き　

神
祇
」
と
い
う
詞
書
き
で
、
下
の
句
は
意
図

的
に
巧
ん
だ
類
似
の
表
現
を
と
っ
た
と
い
え
よ
う
。

義
満
の
場
合
に
は
源
氏
の
末
を
神
に
任
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
天
皇
家
と

は
違
う
立
場
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
足
利
将
軍
家
に
と
っ
て
は
源
氏

の
氏
神
と
し
て
石
清
水
社
へ
の
信
仰
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
足

利
将
軍
義
満
の
和
歌
の
表
現
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
り
、
単
に
和
歌
表
現

の
常
套
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
は
歴
代
続
い
て
い
き
、
原
本

は
消
失
し
た
が
六
代
将
軍
義
教
は
『
石
清
水
八
幡
宮
御
縁
起
絵
巻
』
を
奉
納

す
る
な
ど
、
室
町
幕
府
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
機
構
の
権
威
的
な
背
景
を
創

り
上
げ
る
重
要
な
場
で
あ
る
。
確
か
に
石
清
水
八
幡
宮
は
皇
室
と
武
家
と
両

用
の
信
仰
を
得
て
い
る
。
し
か
し
将
軍
家
が
、
石
清
水
八
幡
宮
に
対
し
て
皇

室
守
護
の
神
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
場
合
に
は
、
単
に
弓
矢
の
神
、
武
神

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
側
面
の
み
を
捉
え
ず
、
王
権
を
意
識
し
た
形
式
性
を
模

倣
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
両
義
性
が
あ
る
。

こ
の
二
重
性
は
、
祝
福
の
場
が
石
清
水
八
幡
宮
と
い
う
場
に
設
定
さ
れ
れ

ば
こ
そ
、
当
御
代
祝
福
が
天
皇
家
祝
福
と
同
時
に
そ
の
ま
ま
足
利
将
軍
家
祝

福
へ
と
機
能
す
る
点
で
、
石
清
水
社
は
絶
好
の
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
脇

能
に
お
い
て
は
「
君
を
守
り
の
神
国
」「
此
君
の
神
徳
」
と
い
う
語
も
同
時
に

詞
章
に
は
現
れ
る
が
、
神
を
称
え
る
こ
と
が
皇
統
を
称
え
、
北
朝
方
を
支
持

し
た
将
軍
家
源
氏
の
血
統
を
称
え
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
脇
能

脇
能
は
、
世
阿
弥
時
代
に
お
い
て
は
翁
の
脇
の
猿
楽
と
し
て
、
祝
言
を
そ

の
内
容
と
し
て
い
る
。
脇
能
の
解
説
と
し
て
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
「
国
土
を

祝
福
し
、
豊
穣
を
予
福
し
、
神
社
、
宮
寺
（
両
部
信
仰
の
神
社
）
の
縁
起
を

語
る
の
を
主
た
る
内
容
と
す
る
」（
味
方
健
）（『
新
版
能
・
狂
言
事
典
』
平
凡

社
）
と
あ
る
よ
う
に
、
神
が
登
場
す
る
祝
言
的
な
内
容
と
説
明
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
現
代
に
お
い
て
は
、
シ
テ
が
神
と
い
う
性
質
か
ら
「
め
で
た
さ
」

と
い
う
括
り
に
よ
っ
て
画
一
的
に
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。

一
方
、
脇
能
の
成
立
当
初
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
世
阿
弥
は
能
楽
論
書

に
お
い
て
「
祝
言
」
を
重
視
し
て
お
り
、『
風
姿
花
伝
』
第
三
問
答
条
々
・
第

二
に
お
い
て
は
「
先
、
脇
の
申
楽
に
は
、
い
か
に
も
本
説
正
し
き
事
の
、
し

と
や
か
な
る
が
、
さ
の
み
に
細
か
に
な
く
、
音
曲
・
は
た
ら
き
も
大
か
た
の

風
体
に
て
、
す
る
〳
〵
と
、
安
く
す
べ
し
。
第
一
、
祝
言
な
る
べ
し
。
い
か

に
よ
き
脇
の
申
楽
な
り
と
も
。
祝
言
欠
け
て
は
か
な
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
脇
能
は
、
本
説
と
し
て
の
典
拠
が
正
し
く
引
用
さ
れ
、
安
定
し
た
内

容
で
、
祝
福
を
込
め
た
も
の
で
あ
り
、
脇
能
が
祝
言
よ
り
に
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
世
阿
弥
は
、『
音
曲
口
伝
』
に
お
い
て
「
祝
言
」
と
「
ば
う
を
く
」
と

を
対
立
的
に
と
ら
え
、「
祝
言
」
を
「
喜
ぶ
声
、
出
る
息
」
と
し
た
。『
五
音
』

上
に
お
い
て
は
「
祝
言
・
幽
曲
・
恋
慕
・
哀
傷
・
闌
曲
」
の
な
か
で
、
祝
言

を
「
安
全
音
」
と
し
て
基
本
に
据
え
て
い
る
点
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

祝
言
が
、
始
発
点
と
し
て
あ
り
、
五
音
の
そ
れ
ぞ
れ
の
音
曲
を
謡
う
力
が
あ

る
の
は
、
つ
ま
り
「
祝
言
ノ
安
全
音
ノ
力
也
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
を
基

盤
に
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

祝
言
の
性
質
を
し
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、『
申
楽
談
儀
』
に
お
い
て

世
阿
弥
は
「
祝
言
は
、
直
に
正
し
く
て
、
面
白
き
曲
は
有
べ
か
ら
ず
。
九
位

に
と
ら
ば
、
正
花
風
成
べ
し
」
と
、
そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
性
質
と
正
統
性
に
つ

い
て
言
及
が
あ
り
、
ま
た
『
五
音
曲
条
々
』
に
お
い
て
も

　

一
、
祝
言
ト
者
、
安
楽
音
也
。
直
ニ
云
タ
ル
ガ
、
ヤ
ス
〳
〵
ト
ク
ダ

リ
テ
、
治
声
ナ
ル
カ
ゝ
リ
也
。
此
ヤ
ス
ク
云
流
シ
タ
ル
カ
ゝ
リ
〈
正
体

全
音
、
天
政
ノ
位
〉
ヲ
、
大
事
ニ
思
ウ
宛
テ
ガ
イ
、
又
大
事
也
。
念
ロ

ウ
ス
ベ
シ
。

と
あ
る
。
祝
言
は
基
本
的
な
要
件
と
し
て
あ
る
。

確
か
に
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
は
、
祝
言
能
が
、
将
軍
即
位

宣
下
祝
賀
能
な
ど
国
家
的
顕
彰
の
行
事
の
際
に
は
、
重
視
さ
れ
て
い
た
。
江

戸
時
代
に
お
い
て
幕
府
に
よ
り
演
目
な
ど
が
管
理
さ
れ
て
い
た
の
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
現
代
の
能
に
お
い
て
、
上
演
回
数
も
少
な
く
な
り
が
ち
な
脇

能
で
あ
る
が
、
実
は
神
道
的
な
内
容
に
収
斂
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
室
町
文

化
の
影
響
を
受
け
て
、
国
家
と
権
力
機
構
と
を
引
き
入
れ
る
形
で
多
彩
に
思

想
的
な
導
入
が
な
さ
れ
て
い
る
。
何
を
導
き
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脇
能

が
祝
言
の
内
容
と
な
る
の
か
。

現
行
曲
に
お
い
て
脇
能
は
、
三
十
九
曲
と
さ
れ
る
。『
高
砂
』・『
弓
八
幡
』・

『
養
老
』・『
淡
路
』・『
志
賀
』・『
代
主
』・『
松
尾
』・『
御
裳
濯
』・『
老
松
』・

『
白
楽
天
』・『
放
生
川
』・『
難
波
』・『
東
方
朔
』・『
道
明
寺
』・『
大
社
』・『
白

髭
』・『
源
太
夫
』・『
寝
覚
』・『
富
士
山
』・『
嵐
山
』・『
賀
茂
』・『
竹
生
島
』・

『
金
札
』・『
岩
船
』・『
江
野
島
』・『
久
世
戸
』・『
逆
矛
』・『
氷
室
』・『
布
刈
』・

『
右
近
』・『
西
王
母
』・『
呉
羽
』・『
鵜
祭
』・『
佐
保
山
』・『
玉
井
』・『
絵
馬
』・

『
鶴
亀
』・『
輪
蔵
』・『
大
典
』
で
あ
る
。
無
論
、
現
行
曲
と
し
て
あ
る
が
五
流

す
べ
て
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
『
大
典
』（
観
世
）
は
、
藤
代
禎
輔
作
詞
、
観
世
左
近
作
曲
で
あ

り
、
大
正
天
皇
即
位
を
祝
福
し
た
新
作
能
で
あ
り
、
明
治
天
皇
の
御
聖
代
を

引
き
継
い
だ
御
代
を
言
祝
ぐ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
要
石
』
は
、
江

戸
時
代
（
一
八
四
四
年
）
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の
作
で
あ
り
、『
常
陸
国
風
土

記
』
に
拠
り
、
鹿
島
神
宮
を
訪
れ
た
奉
幣
使
の
前
に
、
建
御
雷
神
が
現
れ
神

代
の
さ
ま
を
伝
え
る
。
ま
た
、
現
在
祝
言
能
と
い
わ
れ
る
の
は
、
番
組
の
最

後
に
め
で
た
い
内
容
の
演
目
を
脇
能
を
半
能
と
し
て
行
う
形
式
で
あ
り
、『
金

札
』
や
『
岩
船
』
は
半
能
形
式
で
演
じ
ら
れ
る
。

准
祝
言
と
い
わ
れ
る
の
は
、
祝
言
的
な
内
容
で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
在
は

四
番
目
物
と
さ
れ
る
『
雨
月
』（
金
春
禅
竹
）
や
『
巻
絹
』、
五
番
目
物
と
さ

れ
る
『
春
日
竜
神
』『
国
栖
』
が
あ
る
。
ま
た
仏
教
の
讃
嘆
に
つ
い
て
は
、
脇

能
に
お
い
て
室
町
時
代
特
有
の
思
想
と
し
て
特
殊
と
も
思
わ
れ
る
一
群
で
、

脇
能
の
祝
言
的
な
性
質
に
お
い
て
特
異
で
あ
る
。
祝
言
は
国
家
顕
彰
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
基
本
的
に
日
本
固
有
の
思
想
で
あ
る
神
道
の
内
容
が
入
る
の
が
正

統
と
い
え
る
。

こ
こ
で
脇
能
の
作
品
群
か
ら
、
脇
能
の
題
材
を
も
と
に
、
そ
の
基
本
的
な
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性
質
を
以
下
の
通
り
に
分
類
し
て
み
る
。
脇
能
の
作
品
が
多
様
な
題
材
を
内

包
し
て
い
る
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。

Ａ 　

日
本
神
話
─
国
土
創
生
神
話　

伊
弉
諾
神
・
伊
邪
那
美
神
を
語
る
な
ど

記
紀
神
話
に
よ
る
作
品
群

　
　

例
『
淡
路
』・『
金
札
』・『
逆
矛
』

Ｂ 　

和
歌
顕
彰
─
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
・
和
歌
の
繁
栄
・
和
歌
の
神
住

吉
明
神
が
国
家
安
泰
に
つ
な
が
る
と
い
う
作
品
群

　
　

例
『
高
砂
』・『
難
波
』・『
佐
保
山
』・『
志
賀
』・『
白
楽
天
』

Ｃ　

三
国
思
想
に
よ
る
異
国
の
神
の
作
り
だ
す
祝
祭
的
な
作
品
群

　
　

例
『
西
王
母
』・『
呉
羽
』・『
東
方
朔
』・『
鶴
亀
』

Ｄ　

天
皇
家
の
尊
崇
の
対
象
で
あ
る
伊
勢
神
宮
へ
の
信
仰
を
示
す
作
品
群

　
　

例
『
御
裳
濯
』・『
絵
馬
』

Ｅ　

武
家
に
よ
る
国
家
統
一
の
た
め
の
氏
神
の
信
仰

　
　

例
『
弓
八
幡
』・『
放
生
川
』

Ｆ　

縁
起
伝
承
を
題
材
と
し
た
作
品
群

Ｇ　

寺
社
縁
起
や
仏
教
行
事
な
ど
に
よ
る
仏
教
讃
嘆

脇
能
は
、
以
上
の
よ
う
に
非
常
に
多
様
な
思
想
が
錯
綜
す
る
形
で
あ
り
な

が
ら
、
祝
言
、
所
謂
ひ
と
つ
の
祝
賀
的
な
空
間
の
構
築
・
国
土
へ
の
祝
福
と

い
う
方
向
性
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
利
用
さ
れ
る
題
材
は
記
紀
神

話
か
ら
歌
論
、
和
歌
の
も
つ
神
話
的
な
世
界
、
対
外
思
想
か
ら
三
国
思
想
、

寺
院
神
社
の
縁
起
伝
承
な
ど
で
あ
る
。
舞
台
上
に
そ
う
し
た
宗
教
的
に
神
聖

な
場
を
形
成
し
、
個
々
の
神
々
の
性
質
の
違
い
を
讃
嘆
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
土
信
仰
と
国
家
安
泰
を
予
祝
す
る
の
で
あ
る
。

三

紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
全
体
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
、

先
の
分
類
の
Ａ
は
脇
能
の
王
道
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
触
れ
て
い
こ
う
。
脇
能
は
翁
の
脇
で
あ
り
、『
翁
』
に
お
い
て
は
「
天
下
泰

平
国
土
安
穏　

今
日
の
御
祈
祷
な
り
」
と
い
う
詞
章
が
あ
り
、
こ
の
祈
祷
の

内
容
が
、
祝
祭
の
基
本
で
あ
る
。
国
土
安
穏
は
、
天
下
国
家
を
支
配
す
る
上

で
重
要
な
要
因
と
な
る
が
、
国
土
を
崇
め
る
と
い
う
思
想
は
、
神
代
の
時
代

の
国
生
み
を
祝
福
す
る
こ
と
へ
と
直
結
す
る
。

ま
ず
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
記
紀
神
話
か
ら
解
き
明
か
す

原
初
的
な
日
本
国
家
創
生
神
話
が
語
ら
れ
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
原
初
的
に

伊
弉
諾
神
・
伊
弉
冉
神
が
国
土
、
現
世
と
冥
界
と
い
う
世
界
を
創
出
す
る
。

こ
れ
が
日
本
国
家
と
日
本
人
が
創
生
さ
れ
る
根
源
的
始
ま
り
で
あ
る
。
脇
能

は
こ
の
原
初
的
な
空
間
を
呼
び
起
こ
す
点
に
眼
目
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
記
紀
神
話
に
お
い
て
語
り
だ
さ
れ
る
神
話
的
な
内
容
は
、

天
地
開
闢
か
ら
始
ま
り
、
天
之
御
中
主
神
・
高
御
產
巣
日
神
・
神
產
巣
日
神

の
造
化
三
神
か
ら
始
ま
り
、
別
天
津
神
、
そ
し
て
神
代
七
代
と
続
い
て
お
り

そ
の
最
後
に
生
ま
れ
た
神
が
日
本
国
土
を
創
成
す
る
。
そ
れ
が
、
伊
弉
諾
・

伊
弉
冉
神
で
あ
る
。

つ
ま
り
記
紀
神
話
に
お
い
て
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
神
に
よ
り
日
本
国
土
が
形

成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
淡
路
島
は
そ
の
最
初
に
生
み
出
さ
れ
た
島
で
あ

り
、
記
念
す
べ
き
第
一
の
国
土
で
あ
る
。『
古
事
記
』
で
は
淡
道
之
穂
之
狭
別

島
、『
日
本
書
紀
』
で
は
淡
路
洲
と
さ
れ
る
。

そ
の
原
初
的
な
内
容
を
語
る
能
『
淡
路
』
は
、
部
分
的
に
観
阿
弥
作
で
あ
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る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、『
五
音
』
上
「
祝
言
」
に
は
、

　

淡
路　

亡
父
曲
（
節
舞
）

【
上
】
夫
天
地
カ
イ
ビ
ヤ
ク
ノ
初
メ
ト
イ
ツ
パ
、（
混
沌
未
分
や
う
や
く

分
か
れ
て
）〈
是
ヲ
略
ス
〉

（
さ
し
・
曲
舞
）

【
上
】
天
下
を
保
ち
給
ふ
事
、
す
べ
て
八
十
三
万
、
六
千
七
百
余
歳
也
。

か
ゝ
る
め
で
た
き
王
子
た
ち
に
、
御
代
を
ゆ
づ
り
葉
の
権
現
と
、
あ
ら

は
れ
お
は
し
ま
す
、
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
御
代
も
、
た
だ
今
の
国
土

な
る
べ
し
。

（
是
ハ
、
祝
言
〆
闌
曲
・
幽
曲
声
味
有
。
能
々
念
籠
可
有
）

と
あ
る
。

こ
こ
で
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
現
行
曲
で
は
、
陰
陽
五
行
の
木
火
土

が
伊
弉
諾
で
金
水
が
伊
邪
那
美
と
な
り
、
淡
路
の
国
か
ら
二
柱
の
御
神
が
、

お
の
こ
ろ
島
か
ら
大
八
島
を
作
り
、
紀
国
、
伊
勢
志
摩
日
向
、
四
つ
の
海
岸
、

日
神
月
神
蛭
子
素
戔
嗚
、
地
神
五
代
の
始
め
と
し
て
出
現
し
、
皇
孫
は
日
向

国
に
天
降
り
て
、
地
神
第
四
火
火
出
見
の
皇
子
が
誕
生
す
る
と
い
う
経
緯
で

あ
る
。

日
本
国
土
の
創
成
と
神
々
の
誕
生
、
こ
の
よ
う
な
あ
る
種
、
厳
粛
と
も
い

え
る
神
話
空
間
を
再
現
す
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
武
家
社
会
に

お
け
る
神
話
空
間
の
再
創
出
は
、
正
統
性
へ
の
顕
現
で
あ
り
、
天
孫
降
臨
と

い
う
天
皇
家
へ
と
連
な
る
権
威
性
を
誇
示
す
る
が
、
天
皇
家
讃
嘆
が
そ
の
ま

ま
権
威
と
し
て
室
町
将
軍
家
に
よ
っ
て
す
り
替
わ
る
、
或
は
受
け
継
が
れ
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
淡
路
』
は
現
行
五
流
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
、
住
吉
・
玉

津
島
か
ら
ワ
キ
廷
臣
が
神
代
の
古
跡
を
見
る
た
め
に
淡
路
島
へ
参
詣
す
る
と
、

神
徳
を
崇
め
つ
つ
御
神
田
の
水
口
に
幣
帛
を
立
て
る
風
景
が
見
え
、
前
シ
テ

老
翁
か
ら
天
地
開
闢
の
昔
か
ら
伊
弉
諾
神
・
伊
邪
那
美
神
の
二
柱
の
国
土
創

生
神
話
が
語
ら
れ
て
、
後
シ
テ
伊
弉
諾
神
が
現
れ
神
楽
を
舞
い
神
代
の
時
代

の
原
初
的
な
神
話
空
間
を
、
当
代
に
続
く
も
の
と
し
て
雄
渾
に
示
す
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

全
体
に
「
淡
路
の
神
代
」「
神
代
の
古
蹟
」「
神
の
代
の
蹟
を
残
し
て
」「
神

代
は
遠
か
ら
ず
」「
神
の
代
の
道
直
に
」「
神
の
代
の
御
末
は
あ
ら
た
な
り
け

り
」
と
神
代
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
、
全
体
的
に
神
代
の
昔
を
今
に
再
現
す

る
と
い
う
趣
向
で
あ
り
、
伊
弉
諾
神
、
伊
弉
冉
神
に
つ
い
て
は
、
陰
陽
二
柱

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
世
阿
弥
の
最
晩
年
の
佐
渡
配
流
の
際
に
書
か
れ
た
小

謡
集
『
金
島
書
』
北
山
に
お
い
て
も
、

　

し
か
れ
ば
伊
弉
諾
伊
弉
冊
の
、
そ
の
神
の
代
の
今
こ
と
に
、
御
影
を

分
て
伊
弉
諾
は
、
熊
野
権
現
と
あ
ら
は
れ
、
南
山
の
雲
に
種
蒔
き
て
、

国
家
を
治
め
給
へ
ば
、
伊
弉
冊
は
、
白
山
権
現
と
示
現
し
、
北
海
に
種

を
収
め
つ
ゝ
、
菩
提
涅
槃
の
月
影
、
こ
の
佐
渡
の
国
や
北
山
、
毎
月
毎

日
の
影
向
も
、
今
に
絶
ゑ
せ
ね
ば
、
国
土
豊
か
に
民
厚
き
、
雲
の
白
山

も
伊
弉
冊
も
、
治
ま
る
佐
渡
の
海
と
か
や
。

と
、
配
流
地
の
佐
渡
を
祝
言
の
謠
に
し
て
い
る
。
中
世
神
話
が
独
自
の
展
開

を
遂
げ
、
伝
承
に
基
づ
き
そ
れ
を
新
た
に
語
り
だ
す
一
例
と
い
え
よ
う
。
無

論
、「
権
現
」
は
本
地
垂
迹
思
想
で
あ
り
、
菩
提
涅
槃
と
こ
こ
に
仏
教
的
要
素

が
介
在
し
て
い
る
。

さ
て
、
な
ぜ
室
町
期
に
お
い
て
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
神

話
が
語
ら
れ
る
時
代
と
な
る
の
か
。
そ
れ
は
南
北
朝
の
動
乱
が
与
え
た
影
響
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が
大
き
く
、
所
謂
、
皇
室
内
部
に
お
け
る
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
と
い
う
両

統
迭
立
の
時
代
が
齎
し
た
結
果
と
い
え
る
。
南
朝
方
は
後
醍
醐
天
皇
が
京
都

か
ら
脱
出
し
て
奈
良
の
吉
野
に
遷
宮
す
る
が
、
そ
の
と
き
の
思
想
的
根
拠
を

示
す
文
献
と
し
て
北
畠
親
房
『
神
皇
正
統
記
』
が
あ
る
。『
神
皇
正
統
記
』
巻

一
に
お
い
て
は
、
序
論
と
し
て
大
日
本
（
や
ま
と
）
は
神
国
で
あ
る
と
い
う

思
想
を
展
開
し
て
お
り
、
天
地
開
闢
と
天
神
七
代
か
ら
始
ま
る
神
々
の
名
と

そ
の
神
話
を
語
り
、
天
照
大
神
、
天
忍
穂
耳
尊
、
天
津
彦
々
火
瓊
々
杵
尊
、

ま
た
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彦
火
々
出
見
尊
、
鸕

鶿
草
葺
不
合
尊
と
続
く
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
日
本
の
正
統
を
神
話
に
求

め
た
時
代
と
も
い
え
、
そ
れ
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
再
び
神
話
的
を
創
り
上

げ
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
古
い
作
品
と
し
て
『
金
札
』
前
場
の
ワ
キ
の
サ
シ
上
歌
と
一

致
す
る
箇
所
が
、『
五
音
』
上
に
あ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

伏
見　

亡
父
曲
付

【
指
声
】
夫
久
方
ノ
神
代
ヨ
リ
、
天
地
開
ケ
シ
国
ノ
ハ
ジ
メ
、

（
天
の
し
ほ
こ
の
直
な
れ
や
、
名
も
二
柱
の
神
爰
に
、
八
島
の
国
を
作
を

き
、
す
べ
ら
世
な
れ
や
大
君
の
、
御
影
の
ど
け
き
時
と
か
や
、

　

あ
ほ
に
よ
し　

な
ら
の
葉
守
り
の
神
心
、
〳
〵

こ
の
「
伏
見
」
と
題
す
る
謡
は
『
金
札
』
に
導
入
さ
れ
た
。『
金
札
』
は
、

観
阿
弥
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
現
行
五
流
で
行
わ
れ
て
い
る
。
内
容
は

ワ
キ
桓
武
天
皇
の
勅
使
が
大
宮
作
り
の
た
め
に
伏
見
へ
と
向
か
う
。
伊
勢
の

国
あ
こ
ぎ
が
浦
か
ら
き
た
参
詣
の
老
人
と
、
木
尽
く
し
で
、
対
話
し
て
い
る

う
ち
に
、
不
思
議
に
も
空
か
ら
金
札
が
降
り
下
っ
て
く
る
。『
金
札
』
に
は
伏

見
の
誓
願
が
書
か
れ
て
お
り
、
宮
か
ら
金
札
の
神
、
伊
勢
大
神
宮
の
使
い
と

し
て
の
天
太
玉
神
が
現
れ
、
弓
矢
で
悪
魔
を
射
払
い
金
胎
両
部
の
形
を
み
せ
、

治
ま
る
世
を
称
え
る
。
金
胎
両
部
は
、
両
部
神
道
の
教
え
で
あ
り
、
密
教
思

想
と
伊
勢
内
宮
・
外
宮
の
神
の
習
合
で
あ
る
。
作
品
は
神
が
中
心
に
讃
え
ら

え
て
い
る
が
、
神
仏
習
合
の
基
本
と
な
っ
た
神
道
説
が
両
部
神
道
な
ど
か
ら

中
世
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
道
的

な
特
徴
が
色
濃
い
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
仏
教
的
な
要
素
が
、
ほ
ぼ
無

意
識
と
も
い
え
る
形
で
詞
章
に
入
り
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

四

中
世
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
な
思
想
の
混
在
は
、
神
道
の
も
つ
八
百
万
神

の
存
在
を
認
め
る
と
い
う
性
質
に
起
因
す
る
と
い
え
る
。
三
教
一
致
思
想
は
、

日
本
に
お
い
て
仏
教
・
儒
教
・
神
道
の
存
立
が
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
可

能
で
あ
る
こ
と
を
指
す
が
、
謡
曲
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て

お
り
、
詞
章
の
中
に
思
想
的
差
異
性
が
な
い
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
例

え
ば
、『
代
主
』（
観
世
）
は
、
金
春
禅
竹
の
作
か
と
言
わ
れ
る
。
内
容
は
ワ

キ
京
都
賀
茂
神
社
の
神
職
が
、
賀
茂
の
本
社
で
あ
る
と
い
う
奈
良
葛
城
の
賀

茂
明
神
に
参
詣
し
て
、
由
緒
を
聞
く
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
葛
城
の
高
間
山

は
、
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
両
部
一
法
門
を
現
す
と
い
う
。
こ
こ
に
は
密
教
思

想
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
シ
テ
事
代
主
神
が
現
れ
て
舞
を
舞
う
。

ま
た
、
神
社
と
し
て
崇
め
ら
れ
つ
つ
も
『
松
尾
』（
宝
生
）
は
、
ワ
キ
の
臣

下
が
秋
の
紅
葉
の
季
節
に
、
京
都
西
山
の
松
尾
明
神
に
参
詣
す
る
と
、
尉
が
、

神
は
人
天
百
王
の
守
護
神
で
あ
り
、
和
光
同
塵
・
利
生
方
便
・
本
地
垂
迹
の

理
を
説
き
、
仏
教
的
な
思
想
を
示
し
た
上
で
、
松
尾
明
神
が
神
を
祝
福
し
て

夜
神
楽
を
舞
う
。
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ま
た
、
一
方
で
神
仏
習
合
は
御
霊
信
仰
を
も
と
に
菅
原
道
真
が
北
野
天
満

宮
へ
と
神
格
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
は
、
天
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

御
法
善
神
と
な
り
、
天
神
信
仰
は
多
様
な
形
態
で
発
展
し
て
い
く
。

例
え
ば
『
輪
蔵
』（
観
世
・
宝
生
・
喜
多
）
は
、
観
世
長
俊
の
作
品
で
あ
る

が
、
北
野
天
満
宮
で
行
わ
れ
る
輪
蔵
を
ま
わ
す
行
事
を
霊
験
と
し
て
示
す
。

四
番
目
物
に
も
配
置
さ
れ
る
が
、
祝
言
と
い
う
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
北
野
天
満
宮
の
天
神
信
仰
に
あ
る
。

学
問
の
神
と
し
て
の
信
仰
は
菅
原
道
真
の
学
才
に
あ
り
、
そ
れ
ら
は
『
菅
家

文
草
』『
菅
家
後
集
』
等
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
道
真
が
政
争
に
巻
き
込

ま
れ
讒
言
さ
れ
て
大
宰
府
左
遷
と
な
り
、
一
族
は
没
落
、
そ
の
地
に
お
い
て

失
意
の
う
ち
に
逝
去
す
る
の
は
著
名
な
話
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
左
大
臣

と
死
後
追
贈
さ
れ
正
一
位
太
政
大
臣
へ
、
そ
し
て
怨
霊
説
話
が
形
成
さ
れ
天

神
へ
と
崇
敬
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
間
に
も
種
々
の
伝
承
を
生
み
、
仏
教
思

想
と
天
神
信
仰
が
重
な
る
形
と
な
っ
て
思
想
的
に
展
開
し
た
。
天
神
信
仰
に

お
い
て
は
、
天
満
大
自
在
天
神
と
し
て
多
く
の
眷
属
を
従
え
て
い
る
が
、
神

仏
習
合
の
世
界
観
が
現
れ
て
い
る
。

『
輪
蔵
』
の
内
容
は
北
野
天
神
を
訪
れ
た
僧
（
ワ
キ
）
に
、
シ
テ
傅
大
士
が

童
子
普
成
・
普
建
を
伴
っ
て
現
れ
釈
迦
一
代
説
法
の
、
火
天
（
ツ
レ
）
が
輪

蔵
を
回
し
て
見
せ
る
。
輪
蔵
に
は
五
千
余
巻
の
経
典
を
収
め
て
い
る
。
学
問

の
神
で
も
あ
る
天
神
信
仰
の
上
に
、
神
仏
一
如
観
と
重
ね
ら
れ
た
当
時
の
思

想
が
特
徴
的
で
、
仏
教
の
釈
迦
一
代
の
説
法
に
基
づ
く
経
典
賛
美
と
い
う
当

時
の
思
想
が
色
濃
い
作
品
と
い
え
る
。
こ
の
作
品
は
、
有
難
い
説
法
、
転
読

や
経
典
そ
の
も
の
の
力
を
賛
美
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
祝
賀
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
神
道
と
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
地
垂
迹
思
想
に
よ

り
、
中
世
の
当
時
の
民
衆
に
と
っ
て
は
そ
の
差
異
性
を
意
識
し
な
い
事
が
多

い
。
脇
能
は
基
本
的
に
は
末
社
の
神
々
が
そ
こ
に
出
現
し
縁
起
を
語
り
、
祝

福
の
舞
を
舞
う
と
い
う
様
式
が
多
い
が
、
中
世
社
会
に
お
い
て
は
純
粋
な
神

道
賛
美
で
は
な
く
、
神
仏
習
合
な
ど
の
思
想
に
よ
り
、
仏
教
的
な
要
素
が
強

く
入
り
込
ん
で
く
る
点
が
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。
日
本
の
神
が
仏
の
側
面
を

も
つ
の
は
、
源
氏
の
氏
神
で
も
あ
る
八
幡
神
が
八
幡
大
菩
薩
を
名
乗
る
こ
と

や
、
謡
曲
詞
章
の
随
所
に
見
ら
れ
る
「
神
と
い
ひ
仏
と
い
ひ
唯
こ
れ
水
波
の

隔
て
に
て
」
と
神
仏
が
「
水
波
」
と
し
て
、
そ
の
本
質
は
同
じ
で
あ
り
な
が

ら
、
顕
現
の
形
に
差
異
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

同
じ
く
天
神
信
仰
と
仏
教
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
脇
能
で
は
な
い
作

品
群
の
な
か
で
『
道
明
寺
』（
五
流
）
は
、
作
者
未
詳
で
、『
江
談
抄
』・『
道

明
寺
天
満
宮
由
緒
』
等
に
拠
る
伝
承
か
ら
成
る
。
も
と
も
と
の
伝
承
で
も
神

仏
習
合
の
形
で
あ
る
。

作
品
内
容
は
、
菅
原
道
真
の
氏
寺
で
あ
る
河
内
国
土
師
寺
を
訪
れ
た
ワ
キ

僧
（
相
模
国
尊
性
）
に
、
老
人
が
菅
原
道
真
の
大
宰
府
配
流
を
暗
示
的
に
語

り
、
木
槵
樹
の
木
の
い
わ
れ
を
述
べ
数
珠
を
授
け
、
天
神
の
使
者
で
あ
る
シ

テ
白
大
夫
の
神
が
笏
拍
子
を
舞
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
天
神
信
仰
と
天
神

の
本
地
が
救
済
観
音
で
あ
る
と
い
う
仏
教
思
想
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
「
神
や　

仏
と
は　

た
ゞ
こ
れ
水
波
の
隔
て
に
て　

神
仏
一
如
な
る
寺
の

名
の
」、「
神
力
も
仏
説
も　

同
じ
和
光
の
影
」
と
あ
り
、
ク
リ
で
は
「
仏
の

昔
神
の
今
」
と
道
真
の
悲
劇
を
語
る
が
、
華
や
か
な
舞
楽
を
奏
し
、
最
後
に

「
百
八
の
煩
悩
を
か
た
ど
る
木
現
樹
の
数
珠
」
に
全
体
が
収
斂
す
る
。
天
神
の

眷
属
と
し
て
の
白
大
夫
の
舞
は
神
遊
び
の
世
界
で
有
る
が
、
一
方
ワ
キ
に
授
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け
ら
れ
た
こ
の
木
槵
樹
の
数
珠
は
、
念
仏
百
万
遍
を
唱
え
れ
ば
、
往
生
の
志

が
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
や
は
り
ワ
キ
僧
の
出
現
と
い
い
、
脇
能
と

し
て
は
異
色
と
い
え
る
。

以
上
、
天
神
信
仰
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
仏
を
讃
嘆
す
る
こ
と
が
、
安
泰

な
世
界
を
創
り
上
げ
、
翻
っ
て
国
家
の
祝
福
と
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
王
権
と
仏
教
が
介
在
し
て
神
道
と
結
び
つ
く
形
式
が
あ
る
。『
白

髭
』（
観
世
・
宝
生
・
金
春
・
金
剛
・
喜
多
）
は
、
別
名
『
八
景
尉
』
と
い
い
、

延
年
風
流
型
の
作
品
で
あ
る
。
天
皇
の
霊
夢
に
よ
っ
て
、
江
州
の
白
髭
明
神

へ
ワ
キ
の
勅
使
が
向
か
う
と
、
シ
テ
白
髭
明
神
が
仏
教
流
布
の
地
と
し
て
土

地
の
由
来
を
語
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

白
髭
明
神
の
地
は
釈
迦
入
滅
後
に
釈
尊
が
姿
を
変
え
て
、
そ
の
地
を
訪
れ

仏
法
結
界
の
地
と
し
て
勧
請
を
要
請
さ
れ
る
。
翁
は
結
界
の
地
と
な
っ
た
ら

ば
釣
り
を
す
る
場
所
が
な
い
と
嘆
く
が
、
浄
瑠
璃
世
界
の
薬
師
如
来
が
そ
こ

に
出
現
し
て
約
束
さ
れ
た
経
緯
を
老
人
が
伝
え
る
。
そ
の
老
人
こ
そ
が
土
地

の
神
で
白
髭
明
神
で
あ
り
、
楽
を
舞
い
、
ツ
レ
の
天
女
と
竜
神
と
が
相
舞
で

「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
如
来
常
住
無
有
変
易
」
の
思
想
を
示
す
。

他
に
も
、
寺
社
縁
起
と
結
び
つ
く
形
で
、
仏
教
的
な
要
素
が
入
り
込
む
脇

能
が
あ
る
。
例
え
ば
『
久
世
戸
』（
観
世
・
宝
生
）
は
、
観
世
信
光
作
で
、
丹

後
の
国
天
橋
立
の
久
世
戸
は
神
代
の
古
跡
で
天
竺
五
台
山
の
文
殊
菩
薩
を
勧

請
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
上
か
ら
天
女
が
あ
ら
わ
れ
、
海
中
か
ら
龍
神
が

出
現
し
て
灯
火
を
さ
さ
げ
る
。
門
守
の
神
が
久
世
戸
の
由
来
と
文
殊
菩
薩
に

つ
い
て
語
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
智
恩
寺
は
日
本
三
大
文
殊
と
呼
ば
れ
る

霊
場
で
あ
り
、
こ
う
し
た
寺
社
縁
起
を
も
と
に
し
た
作
品
に
は
神
仏
習
合
思

想
が
あ
る
。

以
上
、
仏
教
的
な
内
容
が
脇
能
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
翁
の
脇
と
い
う
純
粋
な
土
地
の
神
へ
の
祝
福
か
ら
、
日
本
神
話
か
ら

皇
孫
へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
仏
教
伝
来
と
い
う
三
国
意
識
が
働
き
、
仏
教

が
極
め
て
強
い
正
統
性
を
顕
示
し
て
、
室
町
政
権
と
つ
な
が
る
と
い
う
混
在

す
る
宗
教
観
が
こ
こ
に
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。
脇
能
の
も
つ
本
質
的
な
主
題

は
、
室
町
時
代
当
時
の
宗
教
的
な
影
響
下
に
あ
る
。
以
上
、
ま
だ
種
々
の
問

題
が
残
る
が
、
脇
能
に
お
け
る
神
々
が
、
様
々
な
宗
教
的
な
装
い
を
ま
と
い

つ
つ
、
な
お
そ
の
土
地
土
地
を
祝
福
し
、
日
本
国
家
を
守
る
と
い
う
方
向
性

に
つ
い
て
論
じ
た
。

注（
１
） 

謡
曲
詞
章
の
引
用
は
、
伊
藤
正
義
氏
校
注
『
謡
曲
集
』
中
（
新
潮
日
本
古
典
集
成　

一

九
八
六
年
三
月　

新
潮
社
）
に
拠
る
。
巻
末
の
各
曲
解
題
で
は
『
古
今
和
歌
集
序
聞

書
』（
三
流
抄
系
所
説
）
が
構
想
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 

世
阿
弥
伝
書
『
風
姿
花
伝
』・『
音
曲
口
伝
』・『
三
道
』・『
申
楽
談
義
』
の
引
用
は
、
す

べ
て
表
章
氏
校
注
『
世
阿
弥　

禅
竹
』（
日
本
思
想
大
系　

一
九
七
四
年
四
月　

岩
波

書
店
）
に
拠
る
。

（
３
） 

天
野
文
雄
氏
『
世
阿
弥
が
い
た
場
所
─
能
大
成
期
の
能
と
能
役
者
を
め
ぐ
る
環
境
』（
ぺ

り
か
ん
社　

二
〇
〇
七
年
二
月
）
第
一
章
「《
弓
八
幡
》
成
立
の
時
と
場
」
参
照
。

（
４
） 

例
え
ば
能
に
現
れ
る
ワ
キ
古
代
の
天
皇
の
臣
下
は
、
桓
武
天
皇
臣
下
（『
金
札
』）、
ま

た
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
に
よ
っ
て
廃
帝
と
さ
れ
た
大
炊
の
帝
（
淳
仁
天
皇
）
臣
下
（『
絵

馬
』）、
亀
山
天
皇
臣
下
（『
氷
室
』）
等
が
あ
る
。
今
後
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
。

─
は
ら
だ　

か
お
り
・
文
学
部
教
授
─


